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笠
女
郎
の
歌

｜
譬
喩
歌
三
首

｜

小
野
寺

静

子

は
じ
め
に

笠
女
郎
は
生
没
年
未
詳
、
系
譜
も
未
詳
だ
が
、「
笠
」と
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
笠
朝
臣
家
の
人
で
あ
ろ
う
。
大
伴
家
持
と
の
贈
答
歌
を
め
ぐ
っ
て
対
象

的
な
位
置
づ
け
が
さ
れ
る
紀
女
郎
の
よ
う
に
、
万
葉
集
に
そ
の
名
、
父
、

結
婚
相
手
が
記
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
経
歴
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
万
葉

集
中
の
歌
か
ら
、
宮
仕
え
の
た
め
か
都
に
い
た
が
後
年
故
郷
に
戻
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
万
葉
集
に
は
二
九
首
の
歌
を
残
す
が
、
す
べ
て
大
伴
家
持

へ
贈
っ
た
恋
の
歌
で
あ
る
。
笠
女
郎
の
家
持
に
対
す
る
思
い
は
並
々
な
ら

ぬ
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
が
、二
人
の
恋
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、

歌
に
よ
っ
て
推
測
す
る
ほ
か
な
い
。

笠
氏
の
中
で
笠
女
郎
と
血
縁
関
係
に
あ
る
人
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の

は
、
笠
朝
臣
御
室
と
笠
朝
臣
麻
呂
で
あ
る
。
御
室
は
養
老
四
年
三
月
四
日
、

大
伴
旅
人
が
征
隼
人
持
節
大
将
軍
と
な
っ
た
時
、
巨
勢
朝
臣
真
人
と
と
も

に
副
将
軍
に
任
命
さ
れ
、
八
月
に
旅
人
が
京
へ
召
喚
さ
れ
た
後
も
任
に
あ

た
り
養
老
五
年
七
月
七
日
還
帰
し
て
い
る
。
麻
呂
は
養
老
五
年
五
月
一
二

日
、
太
上
天
皇
（
元
明
）
の
病
気
平
癒
の
為
に
出
家
し
満
誓
と
名
乗
り
、

養
老
七
年
二
月
二
日
造
筑
紫
観
世
音
寺
の
別
当
と
な
り
大
宰
府
に
赴
き
観

世
音
寺
の
建
立
に
あ
た
っ
た
。
後
に
大
宰
帥
と
な
っ
た
旅
人
と
交
流
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。
万
葉
集
中
の
満
誓
の
歌
七
首
の
う
ち
三
首
は
（
三
・
三
三

六
、
三
五
一
、
五
・
八
二
一
）、
旅
人
の
大
宰
帥
時
代
の
も
の
で
旅
人
を
中
心
に

し
た
宴
の
歌
で
あ
る
。
他
の
二
首
は
、
巻
三
譬
喩
歌
に
収
め
ら
れ
る
が（
三
・

三
九
一
、
三
九
三
）、
こ
れ
も
旅
人
の
大
宰
帥
時
代
の
も
の
と
い
え
る
。
巻
四

の
、
旅
人
上
京
後
、
満
誓
が
旅
人
に
贈
っ
た
歌
と
そ
れ
に
和
し
た
旅
人
の

歌
、
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大
宰
帥
大
伴
卿
の
京
に
上
り
し
後
に
、
沙
弥
満
誓
、
卿
に
贈

る
歌
二
首

ま
そ
鏡
見
飽
か
ぬ
君
に
後
れ
て
や
朝
夕
に
さ
び
つ
つ
居
ら
む

（
四
・
五
七
二
）

ぬ
ば
た
ま
の
黒
髪
変
は
り
白
け
て
も
痛
き
恋
に
は
あ
ふ
時
あ
り
け
り

（
四
・
五
七
三
）

大
納
言
大
伴
卿
の
和
ふ
る
歌
二
首

こ
こ
に
あ
り
て
筑
紫
や
い
づ
ち
白
雲
の
た
な
び
く
山
の
方
に
し
あ
る

ら
し

（
四
・
五
七
四
）

草
香
江
の
入
江
に
あ
さ
る
葦
鶴
の
あ
な
た
づ
た
づ
し
友
な
し
に
し
て

（
四
・
五
七
五
）

は
、
旅
人
と
満
誓
が
大
宰
府
で
親
密
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
満
誓
は
上

京
し
た
旅
人
に
向
か
っ
て
残
さ
れ
た
寂
し
さ
を
歌
い
、
そ
れ
に
和
え
る
旅

人
の「
友
な
し
に
し
て
」か
ら
は
、
満
誓
に
対
し
て
山
上
憶
良
と
は
異
な
っ

た
親
蜜
さ
や
友
情
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

満
誓
の
歌
は
巻
五
に
は
「
梅
花
の
宴
」
で
の
一
首
の
み
収
め
、
そ
れ
以

外
は
巻
三
、
四
に
収
め
ら
れ
る
。
旅
人
の
大
宰
帥
時
代
の
歌
は
巻
五
に
収

め
ら
れ
る
も
の
と
巻
五
以
外
に
収
め
ら
れ
る
も
の
に
大
別
で
き
る
。
巻
五

は
帥
と
し
て
の
交
流
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
作
品
群
が
主
た
る
も
の
で
、
巻

五
以
外
の
歌
は
旅
人
と
個
人
的
な
交
流
を
土
台
に
し
て
歌
わ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
満
誓
は
巻
五
に
は
梅
花
の
宴
歌
以
外
な
く
巻
五
形
成
者
と
は
い

え
な
い
。

大
宰
帥
時
代
、
旅
人
は
満
誓
に
心
を
開
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
旅
人
を

通
し
て
の
大
伴
氏
と
の
交
流
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
武
人
的
な
性
格
の

強
い
御
室
よ
り
も
満
誓
の
方
が
よ
り
親
蜜
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き

る
。
笠
女
郎
と
血
縁
関
係
な
い
し
は
近
い
親
族
関
係
に
あ
る
の
は
、
満
誓

の
ほ
う
だ
ろ
う
。
事
実
そ
う
し
た
言
及
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
う

し
た
指
摘
も
ふ
ま
え
な
が
ら
、
笠
女
郎
の
巻
三
に
収
め
ら
れ
る
譬
喩
歌
三

首
に
つ
い
て
考
え
、
笠
女
郎
の
歌
の
中
で
こ
の
三
首
は
ど
う
位
置
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

一

巻
三
「
譬
喩
歌
」

伊
藤
博
氏
は
か
つ
て
、

現
存
巻
三
・
四
は
、
拾
遺
歌
巻
に
奈
良
朝
の
今
歌
を
増
補
し
て
、〞
古

今
倭
歌
集
〝
を
形
成
さ
せ
た
と
き
、「
相
聞
」
を
別
に
独
立
さ
せ
、
そ

の
空
地
へ
「
譬
喩
歌
」
を
新
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
誕
し
た
も
の

な
の
で
あ

１
）

ろ
う
。

と
述
べ
た
が
、
こ
の
見
解
は
今
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
伊

藤
氏
は
さ
ら
に
、
譬
喩
歌
を
新
設
し
た
の
は
家
持
で
あ
り
、
そ
れ
は
原
本
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巻
三
・
四
を
解
体
し
「
増
補
を
行
な
っ
た
操
作
の
一
環
と
し
て
起
っ
た

２
）

も
の
」
で
、「

相
聞

挽
歌

に
よ
っ
て
成
る
『
原
本
巻
四
』
を

３
）

想
定
」

し
た
。
巻
三
の
譬
喩
歌
は
巻
四
の
相
聞
か
ら
選
出
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
小
野
寛
氏
は
巻
三
譬
喩
歌
は
巻
四
の
配
列
順
と
大
体
対
応
し

て
い
る
こ
と
も

４
）

示
し
、巻
四
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
更
に
補
強
す
る
。

笠
女
郎
の
歌
は
巻
四
に「
笠
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
二
十
四
首
」

（
五
八
七
〜
六
一
〇
）
と
し
て
ま
と
め
て
載
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
群
の
中
か
ら

選
出
さ
れ
巻
三
に
譬
喩
歌
と
し
て
採
録
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た

考
え
は
、
巻
三
「
譬
喩
歌
の
部
立
が
、
巻
四
相
聞
を
一
巻
と
し
て
別
立
て

に
し
た
際
に
新
設
さ
れ
た
も
の

５
）

で
あ
」り
、「
時
々
に
贈
ら
れ
て
き
た
歌
の

中
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
を
、
巻
三
の
譬
喩
歌
の
部
を
立
て
る
際
に
、
家

持
の
選
ん
だ

６
）

も
の
」
で
、
巻
三
に
「
譬
喩
歌
」
部
を
設
け
る
に
あ
た
っ
て

そ
れ
ら
し
い
歌
を
選
び
、
あ
る
程
度
の
形
を
な
そ
う
と
し
た
苦
心
の
末
の

撰
歌
な
の
で
あ
ろ
う
、
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

巻
三
譬
喩
歌
は
冒
頭
に
紀
皇
女
の
歌
を
載
せ
た
あ
と
は
造
筑
紫
観
世
音

別
当
沙
弥
満
誓
、
大
宰
大
監
大
伴
宿
祢
百
代
、
余
明
軍
の
歌
と
続
き
、
そ

の
あ
と
は
、
家
持
に
贈
る
笠
女
郎
の
歌
を
は
じ
め
と
し
て
大
伴
・
佐
伯
の

人
た
ち
及
び
そ
の
周
辺
の
人
々
の
歌
が
載
る
。
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
家
持

に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、
巻
四
相
聞
の
歌
群
と
ほ
ぼ
同
じ
歌
群
に
よ
っ
て
分

類
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

譬
喩
歌
は
「
寄
物
陳
思
」
の
「
傾
向
を
更
に
進
め
隠
喩
に
ま
で
達

７
）

し
た
」

も
の
で
、
内
容
的
に
は
相
聞
で
あ
る
。
巻
四
相
聞
で
な
く
巻
三
譬
喩
歌
に

収
め
ら
れ
る
の
は
そ
れ
ら
の
歌
が
隠
喩
・
寓
喩
の
歌
、
あ
る
い
は
編
者
が

そ
う
認
め
た
か
ら
で
あ
る
。
が
巻
四
に
巻
三
譬
喩
歌
の
よ
う
な
表
現
の
歌

は
な
い
か
と
い
え
ば
そ
う
と
い
え
ず
、「
赤
駒
の
越
ゆ
る
馬
柵
の
標
結
ひ
し

妹
が
心
は
疑
ひ
も
な
し
」（
四
・
五
三
〇
、
聖
武
天
皇
｜「
標
結
ひ
し
」
は
占
有
の
譬

え
｜
）、「
山
菅
の
実
成
ら
ぬ
こ
と
を
我
に
寄
そ
り
言
は
れ
し
君
は
誰
と
か

寝
ら
む
」（
四
・
五
六
四
、
坂
上
郎
女
｜「
実
成
ら
ぬ
」は
実
体
の
な
い
こ
と
の
譬
え
｜
）、

「
初
花
の
散
る
べ
き
も
の
を
人
言
の
繁
き
に
よ
り
て
よ
ど
む
こ
ろ
か
も
」

（
四
・
六
三
〇
、
佐
伯
赤
麻
呂
｜「
初
花
の
散
る
べ
き
も
の
を
」
は
う
ら
若
い
女
性
が
結
ば

れ
る
こ
と
の
譬
え
｜
）、「
世
間
の
女
に
し
あ
ら
ば
我
が
渡
る
痛
背
の
川
を
渡

り
か
ね
め
や
」（
四
・
六
四
三
、
紀
女
郎
｜「
我
が
渡
る
痛
背
の
川
を
渡
り
か
ね
め
や
」

は
禁
断
の
恋
な
ど
の
寓
喩
｜
）
な
ど
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
。
特
に
、

大
伴
宿
祢
家
持
、
藤
原
朝
臣
久
須
麻
呂
に
報
へ
贈
る
歌
三
首

春
の
雨
は
い
や
し
き
降
る
に
梅
の
花
い
ま
だ
咲
か
な
く
い
と
若
み
か

も

（
四
・
七
八
六
）

夢
の
ご
と
思
ほ
ゆ
る
か
も
は
し
き
や
し
君
が
使
ひ
の
ま
ね
く
通
へ
ば

（
四
・
七
八
七
）

う
ら
若
み
花
咲
き
か
た
き
梅
を
植
ゑ
て
人
の
言
し
み
思
ひ
そ
我
が
す

る

（
四
・
七
八
八
）
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ま
た
家
持
、
藤
原
朝
臣
久
須
麻
呂
に
贈
る
歌
二
首

心
ぐ
く
思
ほ
ゆ
る
か
も
春
霞
た
な
び
く
時
に
言
の
通
へ
ば

（
四
・
七
八
九
）

春
風
の
音
に
し
出
な
ば
あ
り
さ
り
て
今
な
ら
ず
と
も
君
が
ま
に
ま
に

（
四
・
七
九
〇
）

藤
原
朝
臣
久
須
麻
呂
の
来
報
ふ
る
歌
二
首

奥
山
の
岩
陰
に
生
ふ
る
菅
の
根
の
ね
も
こ
ろ
我
も
相
思
は
ざ
れ
や

（
四
・
七
九
一
）

春
雨
を
待
つ
と
に
し
あ
ら
し
我
が
や
ど
の
若
木
の
梅
も
い
ま
だ
含
め

り

（
四
・
七
九
二
）

の
七
八
六
、
七
八
八
、
七
九
二
歌
は
巻
三
譬
喩
歌
に
載
せ
る
べ
き
も
の
と

い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
他
の
歌
と
と
も
に
家
持
と
久
須
麻
呂
と
の
報
贈
歌

群
中
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ば
ら
ば
ら
に
す
る
の
で
な
く
ま
と
め
て
巻
四

に
載
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
巻
三
譬
喩
歌
に
収
め
ら
れ
る
場
合
、

そ
れ
が
贈
答
歌
群
中
に
あ
る
場
合
、
い
か
に
譬
喩
歌
と
い
え
る
も
の
で
も

そ
こ
か
ら
抜
き
出
し
て
巻
三
譬
喩
歌
に
収
め
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い

で
、
他
の
歌
と
か
ら
む
こ
と
の
な
い
単
独
の
歌
、
な
い
し
は
両
者
と
も
に

譬
喩
歌
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
巻
三
の
譬
喩
歌
に
収
録
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
贈
答
歌
群
中
の
歌
で
あ
っ
た
も
の
を
抜
き
出
し
て
載
せ
た
可
能
性
が

な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
場
合
は
他
の
返
歌
と
切
り
離
す
こ
と
が
可

能
な
場
合
で
あ
ろ
う
。

笠
女
郎
の
歌
は
万
葉
集
に
二
九
首
収
め
ら
れ
る
。
こ
の
歌
数
は
女
性
の

歌
人
と
し
て
は
坂
上
郎
女
の
八
四
首
に
次
ぐ
多
さ
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の

全
て
が
大
伴
家
持
へ
贈
っ
た
歌
で
あ
る
。
笠
女
郎
の
歌
は
巻
三
譬
喩
歌
に

三
首
、
巻
四
相
聞
に
二
四
首
、
巻
八
春
相
聞
に
一
首
、
秋
相
聞
に
一
首
あ

り
、
そ
の
全
て
が
家
持
へ
の
恋
情
に
彩
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
の

巻
四
の
二
四
首
は
、「
笠
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
二
十
四
首
」（
五

八
七
〜
六
一
〇
）と
一
ま
と
め
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
収
載
の
姿
も
特
異
で
あ

る
。
こ
の
二
四
首
が
何
度
か
に
わ
た
っ
て
家
持
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
こ
う
し
た
収
載
例
は
坂
上
大
嬢
と
「
離
絶

数
年
、
ま
た
逢
ひ
て
相
聞
往
来
」
し
た
後
の
「
更
に
大
伴
宿
祢
家
持
、
坂

上
大
嬢
に
贈
る
歌
十
五
首
」（
四
・
七
四
一
〜
七
五
五
）な
ど
に
認
め
ら
れ
る
が
、

こ
れ
と
て
一
ま
と
め
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

譬
喩
歌
と
い
う
部
立
は
巻
三
、
七
、
十
、
十
一
、
十
三
、
十
四
に
あ
る

が
、
巻
三
に
二
五
首（
三
九
〇
〜
四
一
四
）、
巻
七
に
一
〇
八
首（
一
二
九
六
〜
一

四
〇
三
）、
巻
十
に
三
首（
一
八
八
九
、
一
九
七
八
、
二
三
〇
九
）、
巻
十
一
に
一
三

首
（
二
八
二
八
〜
二
八
四
〇
）、
巻
十
三
に
一
首
（
三
二
二
三
）、
巻
十
四
に
一
四

首
（
三
四
二
九
〜
三
五
七
六
、
三
五
七
二
〜
三
五
七
六
）
の
計
一
六
四
首
の
歌
が
あ

る
。
た
だ
し
、
巻
七
・
一
三
七
五
歌
に
は
「
右
の
一
首
、
譬
喩
の
類
に
あ

ら
ず
。
た
だ
し
、
闇
の
夜
の
歌
人
の
所
心
の
故
に
、
並
に
こ
の
歌
を
作
る
。
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よ
り
て
、
こ
の
歌
を
以
て
、
こ
の
次
に
載
す
」
の
左
注
が
あ
り
、
譬
喩
歌

で
あ
る
一
三
七
四
歌
に
続
け
て
作
ら
れ
た
歌
で
あ
る
が
、
一
三
七
五
歌
は

譬
喩
歌
で
は
な
い
と
い
う
編
者
の
見
解
を
載
せ
る
。
確
か
に
一
三
七
五
歌

は
譬
喩
歌
と
は
言
い
難
い
か
ら
巻
七
の
譬
喩
歌
は
一
〇
七
首
と
な
る
が
、

同
様
な
例
は
他
に
も
あ
り
巻
七
の
実
質
的
な
意
味
で
の
譬
喩
歌
が
何
首
で

あ
る
か
は
明
確
に
し
が
た
い
。
ま
た
、
万
葉
集
中
に
は
譬
喩
歌
に
分
類
さ

れ
て
い
な
い
が
譬
喩
歌
と
み
な
し
う
る
も
の
が
多
数
あ
り
（
巻
二
・
一
〇

一
、
一
五
八
、
一
六
九
、
巻
四
・
七
八
六
、
七
九
二
、
巻
十
・
一
九
〇
三
、

二
二
八
四
、
巻
十
一
・
二
七
〇
九
等
）、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
譬
喩
歌
は

三
大
部
立
に
次
ぐ
数
に
な
る
。

譬
喩
歌
は
、
内
容
的
に
は
相
聞
歌
と
同
じ
で
あ
る
。
巻
三
は
雑
歌
一
五

八
首
、
挽
歌
六
九
首
の
な
か
に
あ
っ
て
譬
喩
歌
は
二
五
首
と
少
な
い
が
、

巻
三
を
雑
歌
、
相
聞
、
挽
歌
の
三
大
部
立
に
仕
立
て
上
げ
よ
う
と
し
た
計

ら
い
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
歌
群
で
あ
る
。
こ
う
し
た
巻
三
譬
喩
歌
に
収

め
ら
れ
た
笠
女
郎
の
譬
喩
歌
三
首
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
巻
三

譬
喩
歌
部
を
形
成
す
る
歌
群
と
し
て
選
び
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
具

体
的
に
歌
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
え
た
い
。

二

三
九
五
歌

巻
三
譬
喩
歌
に
収
め
ら
れ
る
笠
女
郎
の
歌
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

笠
女
郎
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
る
歌
三
首

託つく
馬ま
野の
に
生お
ふ
る
紫
草
衣

むらさききぬ
に
染し
め
い
ま
だ
着
ず
し
て
色
に
出い
で
に
け

り

（
三
・
三
九
五
）

陸
奥
みちのく
の
真ま
野の
の
草かや
原はら
遠
け
ど
も
面おも
影かげ
に
し
て
見
ゆ
と
い
ふ
も
の
を

（
三
・
三
九
六
）

奥おく
山やま
の
岩いは
本もと
菅すげ
を
根
深
め
て
結
び
し
心
忘
れ
か
ね
つ
も
（
三
・
三
九
七
）

三
九
五
歌
の
「
託
馬
野
に
生
ふ
る
紫
草
衣
に
染
め
」
は
、

韓
人
の
衣
染
む
と
い
ふ
紫
の
心
に
染
み
て
思
ほ
ゆ
る
か
も

（
四
・
五
六
九
、
大
典
麻
田
連
陽
春
）

紅
に
深
く
染
み
に
し
心
か
も
奈
良
の
都
に
年
の
経
ぬ
べ
き

（
六
・
一
〇
四
四
、
作
者
不
審
）

肥
人
の
額
髪
結
へ
る
染
木
綿
の
染
み
に
し
心
我
忘
れ
め
や

（
十
一
・
二
四
九
六
、
作
者
未
詳
）

紅
の
深
染
め
の
衣
色
深
く
染
み
に
し
か
ば
か
忘
れ
か
ね
つ
る

（
十
一
・
二
六
二
四
、
作
者
未
詳
）

紅
に
染
め
て
し
衣
雨
降
り
て
に
ほ
ひ
は
す
と
も
う
つ
ろ
は
め
や
も

（
十
六
・
三
八
七
七
、
作
者
未
詳
）
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の
、
紫
・
紅
な
ど
に
染
め
る
こ
と
を
譬
喩
と
す
る
表
現
と
同
じ
で
、
衣
に

染
ま
っ
た
紫
の
色
の
よ
う
に
あ
な
た
が
心
に
染
み
込
ん
で（
五
六
九
）、
紅
色

に
深
く
染
ま
っ
た
よ
う
な
旧
都
へ
の
思
い（
一
〇
四
四
）、
紅
色
に
色
濃
く
染

め
た
衣
の
よ
う
に
あ
な
た
が
染
み
込
ん
だ
心（
二
六
二
四
）、
紅
に
染
め
た
衣

の
よ
う
に
あ
な
た
を
心
に
染
み
込
ま
せ
た（
三
八
七
七
）、
額
髪
を
結
ん
だ
木

綿
の
染
め
の
よ
う
に
あ
な
た
を
心
に
染
み
込
ま
せ
た
心
（
二
四
九
六
）
の
よ

う
に
、
相
手
や
旧
都
を
心
に
深
く
刻
み
思
う
こ
と
の
譬
喩
と
し
て
用
い
ら

れ
る
。
三
九
五
歌
は
笠
女
郎
が
家
持
の
こ
と
を
深
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
譬
え
て
い
る
。
紫
の
色
が
持
ち
出
さ
れ
る
の
は
、
紫
が
高
貴
な
人

が
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
色
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
家
持
の
高
貴
さ
を

あ
ら
わ
す
。
紫
色
の
持
つ
高
貴
な
イ
メ
ー
ジ
が
家
持
を
擬
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
が
、「
名
門
の
貴
公
子
家
持
と
身
分
の
隔
た
り
を
あ
ら
わ
し
て

８
）

い
る
」、

「
暗
に
家
持
が
近
づ
き
難
い
高
貴
な
方
と
い
う
こ
と
も
寓
意
し
て

９
）

い
る
」と

い
え
る
。

「
い
ま
だ
着
ず
し
て
」
の
「
着
ず
」
は
相
聞
の
譬
喩
と
し
て
は
、

今
作
る
斑
の
衣
面
影
に
我
に
思
ほ
ゆ
い
ま
だ
着
ね
ど
も

（
七
・
一
二
九
六
、
衣
に
寄
す
る
）

住
吉
の
浅
沢
小
野
の
か
き
つ
は
た
衣
に
摺
り
付
け
着
む
日
知
ら
ず
も

（
七
・
一
三
六
一
、
花
に
寄
す
る
）

三
島
菅
い
ま
だ
苗
な
り
時
待
た
ば
着
ず
や
な
り
な
む
三
島
菅
笠

（
十
一
・
二
八
三
六
、
譬
喩
）

が
あ
る
。
斑
の
衣
を
ま
だ
着
て
い
な
い
と
は
ま
だ
相
手
と
は
結
ば
れ
て
い

な
い
こ
と（
一
二
九
六
）、
か
き
つ
は
た
を
摺
り
つ
け
染
め
た
衣
は
い
つ
着
ら

れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
は
、
恋
い
慕
っ
て
い
る
人
に
い
つ
に
な
っ
た
ら
接

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と（
一
三
六
一
）、
菅
笠
を
か
ぶ
ら
な

い
と
は
自
分
と
は
結
婚
に
至
ら
な
い
こ
と
（
二
八
三
六
）
を
譬
え
る
こ
と
を

考
え
る
と
、「
い
ま
だ
着
ず
し
て
」か
ら
笠
女
郎
は
家
持
と
は
ま
だ
結
ば
れ

て
い
な
い
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
歌
は
笠
女
郎
と
「
家

持
と
の
関
係
は
未
だ
さ
う
深
い
も
の
で
は
な
」い
時
期

10
）

の
歌
、「
貴
公
子
家

持
を
思
い
そ
め
て
か
ら
、手
も
触
れ
な
い
の
に
顔
色
に
現
れ
て
し
ま

11
）

っ
た
」

こ
ろ
の
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
笠
女
郎
と
家
持
の
接
点
は
あ
っ
て
、
笠

女
郎
が
深
く
家
持
を
思
う
も
の
の
、
二
人
の
共
通
の
思
い
に
至
っ
て
い
な

い
時
期
の
歌
と
い
え
る
が
、
こ
の
歌
が
家
持
に
贈
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
家
持
に
何
も
思
い
当
た
る
も
の
が
な
い
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

二
人
が
そ
う
い
う
段
階
に
あ
っ
た
歌
で
あ
る
。

初
句
「
託
馬
野
」
は
「
ツ
ク
マ
ノ
」
と
訓
ま
れ
、
巻
十
三
譬
喩
歌
部
の

「
師し
名な
立たつ

都つ
久く
麻ま
左さ
野の
方かた

息おき
長なが
之の

遠を
智ち
能の
小こ
菅すげ
」（
三
三
二
三
）
の
例

に
よ
っ
て
「
息
長
」
の
所
在
地
、
近
江
国
坂
田
郡
筑
摩
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
こ
れ
に
対
し
て
講
義
（
山
田
）
が
「
託
」
を
「
ツ
ク
」
と
よ
む
例
は

万
葉
集
に
は
な
い
、
地
名
は
主
と
し
て
音
を
あ
て
る
の
で「
タ
ク
マ
」「
タ
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カ
マ
」
と
よ
む
べ
き
で
あ
る
、
和
名
鈔
の
地
名
と
延
喜
式
の
「
交
易
雑
物
」

の
紫
草
を
産
す
る
国
名
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
「
恐
ら
く
は
肥
後
国
託
麻

郡
に
あ
ら
ざ
る
か
」、
次
の
歌
の
「
陸
奥
の
真
野
」（
東
）
に
対
し
て
九
州

（
西
）の
歌
を
載
せ
た
、
等
か
ら
訓
み
と
場
所
に
新
見
を
出
し
た
。
近
年
の

注
釈
書
で
も
こ
れ
を
踏
襲
す
る
も
の
も

12
）

あ
る
。

全
注
で
は
、

笠
女
郎
を
沙
弥
満
誓
の
一
族
と
し
て
考
え
る
と
、
家
持
と
満
誓
は
大

宰
府
に
い
た
こ
と
が
あ
り
、
託
馬
野
の
紫
草
の
こ
と
は
よ
く
知
っ
て

い
た
の
で
あ
り
、
笠
女
郎
も
満
誓
か
ら
紫
草
の
こ
と
を
聞
い
て
い
た

と
す
る
と
、
笠
女
郎
が
紫
草
を
選
ん
だ
理
由
も
納
得
で
き
る
し
、
ま

す
ま
す
こ
の
託
馬
野
は
肥
後
で
あ
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
。

と
積
極
的
に
肥
後
国
を
支
持
し
、
笠
女
郎
の
出
自
に
結
び
つ
け
て
い
る
。

紫
・
紅
な
ど
に
染
め
る
こ
と
を
譬
喩
と
す
る
表
現
と
し
て
先
に
あ
げ
た

五
例
中
三
例
が
紅
で
、
紫
は
大
典
麻
田
連
陽
春
の
「
大
宰
帥
大
伴
連
、
大

納
言
に
任
ぜ
ら
れ
、
京
に
入
ら
む
と
す
る
時
に
、
府
の
官
人
ら
、
卿
を
筑

前
国
の
蘆
城
の
駅
家
に
餞
す
る
歌
」（
四
・
五
六
九
）
の
み
で
あ
っ
た
。
小
野

氏
は
、
こ
の
種
の
譬
喩
歌
が
紅
染
め
の
衣
を
素
材
と
す
る
の
に
、「
笠
女
郎

は
『
紅
』
を
『
紫
』
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
譬
喩
一
般
の
常
識
を
ひ
っ

く
り
返

13
）

し
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
発
想
は
旅
人
の
大
宰
帥
時
代
す

で
に
見
え
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
笠
女
郎
と
筑
紫
に
つ
い
て
は
す
で
に

神
堀
氏
が「
彼
女
と
筑
紫
と
の
関
連
は
意
外
に
密
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

沙
弥
満
誓
と
彼
女
と
の
つ
な
が
り
も
ま
た
強
い
と
い
う
想
定
が
深
ま
る
と

14
）

思
う
」
と
指
摘
す
る
こ
と
で
は
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
家
持
が
大
宰
府

時
代
に
知
り
合
っ
た
満
誓
の
口
添
え
に
よ
っ
て
、
帰
京
後
満
誓
と
血
縁
関

係
に
あ
る
笠
女
郎
に
歌
を
贈
り
、
そ
れ
に
こ
た
え
た
笠
女
郎
の
歌
で
、
小

野
氏
は
「
こ
の
歌
は
笠
女
郎
の
家
持
へ
の
第
一
首
で
は
な
い
だ
ろ

15
）

う
か
」

と
し
て
い
る
。
笠
女
郎
の
歌
は
す
で
に
譬
喩
歌
の
手
法
を
と
り
い
れ
な
が

ら
も
独
創
性
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
独
創
性
と
い
う
点
で
は
井
出
至
氏
は

「
衣
」
と
「
着
る
」
と
を
縁
語
と
し
て
用
い
た
歌
の
多
く
は
男
の
立
場
で
の

作
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
女
性
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

16
）

い
る
。

三

三
九
六
歌

三
九
六
歌
は
譬
喩
歌
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
譬
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
契
沖
は
「
哥
ノ
意
ハ
、
真
野
ノ
カ
ヤ
原
ノ
遠
キ
モ
一
タ
ヒ
見
テ

面
白
シ
ト
思
ヒ
ツ
レ
ハ
、
面
影
ト
ナ
リ
テ
見
ユ
ル
如
ク
逢
見
ヌ
中
ノ
遥
ケ

サ
モ
真
野
ハ
カ
リ
ナ
レ
ト
、
一
タ
ヒ
見
シ
ヨ
リ
忘
ラ
レ
ヌ
ト

17
）

ナ
リ
」
と
述

べ
、
講
義
、
注
釈
な
ど
が
こ
れ
に
続
く
。
こ
れ
は
、「
真
野
の
草
原
が
面
影

に
立
つ
な
ら
ば
、
思
ふ
人
の
姿
が
面
影
に
立
た
ぬ
わ
け
が

18
）

な
い
」
と
読
む

大
方
の
解
釈
の
よ
う
に
、
近
く
に
い
て
も
面
影
に
も
み
え
な
い
、
会
え
な
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い
嘆
き
を
寓
し
た
歌
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
近
く
に
い
て
も
、
と
い
う
こ

と
を
強
調
す
る
た
め
に
遠
く
の
「
陸
奥
の
真
野
の
草
原
」
が
引
き
合
い
に

出
さ
れ
る
の
だ
が
、
何
故
「
陸
奥
の
真
野
の
草
原
」
な
の
か
疑
問
で
あ
る
。

歌
枕
的
地
名
と
し
て
当
時
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
る
が
、

こ
の
歌
が
作
ら
れ
た
こ
ろ「
陸
奥
の
真
野
の
草
原
」が
歌
枕
的
な
地
で
あ
っ

た
と
い
う
確
証
は
な
い
。
そ
の
た
め
「
ミ
チ
ノ
ク
に
あ
る
野
の
萱
原
と
い

ふ
意
で
、
地
名
で
も
な
い
か
も
し

19
）

れ
ぬ
」
と
い
う
解
釈
や
、
蝦
夷
征
伐
に

出
動
し
た
大
伴
氏
の
門
流
か
ら
「
陸
奥
の
真
野
の
草
原
」
の
こ
と
を
家
持

が
聞
き
、
そ
れ
を
笠
女
郎
に
伝

20
）

え
た
故
の
歌
語
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

「
陸
奥
の
真
野
の
草
原
」は
遠
い
も
の
の
象
徴
と
し
て
歌
わ
れ
、
近
く
に

い
る
家
持
は
面
影
に
も
現
れ
な
い
、
ま
し
て
や
直
の
逢
い
の
か
な
わ
な
い

こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。「
面
影
」
の
「
オ
モ
」
は
「
人
の
顔
、
ま
た
は
物
の

21
）

表
面
」
を
意
味
す
る
が
、
駒
木
敏
氏
は
「
こ
の
語
が
主
と
し
て
人
の
顔
容

の
幻
影
を
意
味
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
そ
の
中
で
、
次

の
よ
う
な
例
が
本
歌
に
関
し
て
注
意
さ
れ
る
」と
し
て
、「
今
月
十
五
日
に

部
下
加
賀
郡
の
境
に
到
来
す
。
面
蔭
に
射
水
の
郷
を
見
、
恋
緒
深
見
村
に

結
ぼ
ほ
る
」（
十
八
・
四
一
三
二
前
文
、
大
伴
池
主
）
や
「
今
作
る
斑
の
衣
面
影
に

我
に
思
ほ
ゆ
い
ま
だ
着
ね
ど
も
」（
七
・
一
二
九
六
、
衣
に
寄
す
、
人
麻
呂
歌
集
）

の
例
か
ら
「
相
手
を
比
喩
す
る
媒
材
と
し
て
の
景
物
」
に
関
し
て
も
用
い

ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

22
）

い
る
。

二
人
の
関
係
が
ど
の
段
階
に
あ
っ
て「
面
影
」が
あ
ら
わ
れ
る
か
は
個
々

に
よ
っ
て
異
な
る
だ
ろ
う
。

立
ち
変
は
り
月
重
な
り
て
逢
は
ね
ど
も
さ
ね
忘
ら
え
ず
面
影
に
し
て

（
九
・
一
七
九
四
、
福
麻
呂
歌
集
）

は
「
娘
子
を
思
ひ
て
作
る
歌
一
首
」（
九
・
一
七
九
二
）
の
反
歌
で
あ
る
。
長

歌
と
も
う
一
首
の
反
歌
か
ら
推
す
と
、「
娘
子
」
と
「
我
」
は
す
で
に
結
ば

れ
た
仲
で
あ
る
が
「
垣
ほ
な
す
人
の
横
言
繁
」（
一
七
九
三
）
き
が
故
に
逢
わ

な
い
日
が
幾
月
も
重
な
り
、
そ
の
果
て
に
少
し
も
忘
れ
ら
れ
ず
面
影
に
見

え
て
く
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
自
分
た
ち
の
意
思
で
な
く
、

な
ん
ら
か
の
事
情
、
障
害
に
よ
っ
て
相
愛
の
二
人
が
会
え
ず
思
い
が
募
り

面
影
に
見
え
る
も
の
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

里
遠
み
恋
ひ
わ
び
に
け
り
ま
そ
鏡
面
影
去
ら
ず
夢
に
見
え
こ
そ

（
十
一
・
二
六
三
四
、
作
者
未
詳
）

は
、
恋
仲
の
関
係
に
あ
っ
て
互
い
の
里
が
遠
い
の
で
な
か
な
か
逢
え
な
い

故
に
夢
に
面
影
が
見
え
て
ほ
し
い
、
と
い
う
歌
で
あ
る
。

遠
く
あ
れ
ば
姿
は
見
え
ず
常
の
ご
と
妹
が
笑
ま
ひ
は
面
影
に
し
て

（
十
二
・
三
一
三
七
、
作
者
未
詳
、

旅
に
し
て
思
ひ
を
発
す
）

年
も
経
ず
帰
り
来
な
む
と
朝
影
に
待
つ
ら
む
妹
し
面
影
に
見
ゆ

（
十
二
・
三
一
三
八
、
作
者
未
詳
、

旅
に
し
て
思
ひ
を
発
す
）

二
首
は
旅
中
に
あ
り
長
く
遠
く
離
れ
て
い
て
、「
妹
」を
面
影
に
見
、
ま
た
、

― ―147

（

）

三
〇

北海学園大学人文論集 第48号(2011年３月)



し
き
た
へ
の
衣
手
離
れ
て
我
を
待
つ
と
あ
る
ら
む
児
ら
は
面
影
に
見

ゆ

（
十
一
・
二
六
〇
七
、
作
者
未
詳
）

も
何
ら
か
の
事
情
で
、
逢
え
ず
に
い
る
「
児
」
が
面
影
に
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
る
と
い
う
歌
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
物
理
的
事
情
や
邪
魔
立
て
す
る
よ
う
な
表
現
は
直
接
見
当

た
ら
な
い
が
、

燈
火
の
か
げ
に
か
が
よ
ふ
う
つ
せ
み
の
妹
が
笑
ま
ひ
し
面
影
に
見
ゆ

（
十
一
・
二
六
四
二
、
作
者
未
詳
）

我
妹
子
が
笑
ま
ひ
眉
引
き
面
影
に
か
か
り
て
も
と
な
思
ほ
ゆ
る
か
も

（
十
二
・
二
九
〇
〇
、
作
者
未
詳
）

は
、
相
愛
の
、
あ
る
い
は
相
愛
だ
っ
た
「
我
妹
子
」
を
面
影
に
み
る
歌
で
、

面
影
は
二
人
の
結
び
つ
き
に
裏
打
ち
さ
れ
た
場
合
の
表
現
で
あ
る
。

家
持
歌
の
「
面
影
」
は
、

か
く
ば
か
り
面
影
の
み
に
思
ほ
え
ば
い
か
に
か
も
せ
む
人
目
繁
く
て

（
四
・
七
五
二
）

夜
の
ほ
ど
ろ
我
が
出
で
て
来
れ
ば
我
妹
子
が
思
へ
り
し
く
し
面
影
に

見
ゆ

（
四
・
七
五
四
）

高
円
の
野
辺
の
か
ほ
花
面
影
に
見
え
つ
つ
妹
は
忘
れ
か
ね
つ
も

（
八
・
一
六
三
〇
）

の
三
例
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
離
絶
数
年
、
ま
た
逢
ひ
て
相
聞
往
来
」
し

た
後
の
坂
上
大
嬢
へ
の
歌
で
あ
る
。
ま
も
な
く
二
人
は
結
婚
に
至
る
相
聞

往
来
中
の
作
で
あ
る
。

「
面
影
」
は
他
に
巻
十
九
・
四
二
二
〇
歌
の
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
坂
上

郎
女
が
越
中
国
に
い
る
娘
・
坂
上
大
嬢
を
面
影
に
見
る
と
い
う
も
の
で
あ

り
相
聞
歌
と
は
言
え
な
い
が
、
遠
く
離
れ
て
い
る
い
と
し
い
人
の
面
影
で

あ
る
点
は
他
例
に
通

23
）

ず
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、「
面
影
」と
い
う
語
は
男
女
の
懇
意
な
仲
に
裏
打
ち

さ
れ
た
相
手
へ
の
強
い
思
い
が
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
逢
え
な
い
時
、

「
面
影
」と
な
っ
て
表
れ
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
鈴
木
日
出
男

氏
は
三
九
六
歌
に
対
し
て
、

唐
突
な
地
名
を
詠
み
こ
む
こ
と
が
、
こ
こ
で
は
単
な
る
比
喩
の
語
法

を
超
え
て
、
忘
れ
え
な
い
切
実
さ
と
二
人
を
隔
て
て
い
る
絶
望
的
な

心
の
距
離
が
髣
髴
さ
せ
ら
れ
て

24
）

い
る
。

と
述
べ
て
い
る
が
、こ
の
時
期
笠
女
郎
と
家
持
は
す
で
に
結
ば
れ
て
い
て
、

し
か
し
、
家
持
は
自
分
の
と
こ
ろ
に
訪
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
結
句
「
も

の
を
」
の
余
韻
に
こ
め
ら
れ
た
笠
女
郎
の
願
望
と
失
望
は
大
き
い
。

四

三
九
七
歌

三
九
七
歌
は
、
近
年
の
注
釈
書
で
い
え
ば
、
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①「
奥
山
の
岩
本
菅
を
」
が
「
根
深
め
て
」
の
序
詞
（
全
歌
講
義
）。

②「
奥
山
の
岩
本
菅
を
」
が
「
根
深
め
て
」
以
下
を
導
く
序
詞
。
押
シ
臥

ス
と
結
ブ
の
二
動
作
に
か
か
る
（
全
注
）。

③「
奥
山
の
岩
本
菅
を
根
深
め
て
」
が
「
結
び
し
」
の
序
（
私
注
）。

④「
奥
山
の
岩
本
菅
を
根
深
め
て
結
び
し
心
」
ま
で
が
譬
喩
（
和
歌
大

系
）。

四
通
り
の
捉
え
方
が
あ
る
。
序
詞
と
す
る
と
「
奥
山
の
岩
本
菅
を
」
と
、

格
助
詞
「
を
」
で
終
わ
る
こ
と
に
な
る
が
そ
れ
は
適
切
で
な
く
、
こ
の
歌

が
譬
喩
歌
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
④
の
解
釈
が
適
切
で
編
纂
の
意

図
に
も
か
な
っ
て
い
よ
う
。

「
奥
山
の
岩
本
菅
を
根
深
め
て
結
び
し
心
」と
は
ど
の
よ
う
な
心
を
譬
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
奥
山
」は
、
奥
深
い
山
の
こ
と
で「
神
を
祭
る
歌
」

に
（
三
・
三
七
九
〜
三
八
〇
、
坂
上
郎
女
）「
奥
山
の
さ
か
き
の
枝
に
」
と
あ
る
の

は
神
祭
り
の
道
具
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
山
奥
の
神
聖
な
場
か
ら
取
っ
て
き

た
榊
の
枝
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
奥
山
の
」
が
「
真
木
」
の
枕
詞
と
な

る
の
も
奥
山
に
生
え
る
木
の
総
称
と
し
て
「
真
木
」
に
か
か
る
の
で
あ
り
、

「
奥
山
」に
は
神
聖
、
清
浄
、
人
里
は
な
れ
た
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
三
九

七
歌
で
は
「
奥
山
の
岩
本
菅
」
が
登
場
す
る
が
「
菅
」
は
特
に
奥
山
に
し

か
生
え
な
い
も
の
で
は
な
い
。「
奥
山
の
」
を
冠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
岩

本
菅
」
が
人
里
離
れ
た
所
に
あ
る
、
清
浄
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
に
な

る
。
家
持
と
笠
女
郎
が
結
ん
だ
心
は
、
清
浄
な
心
よ
り
の
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
、
こ
の
語
に
よ
っ
て
強
調
し
て
い
る
。

「
菅
」の
根
は
地
中
深
く
入
り
込
み
長
い
。
そ
こ
か
ら
根
が
深
い
と
い
う

表
現
が
出
て
く
る
の
だ
が
、
す
で
に
諸
注
釈
書
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
歌
の
上
三
句
は
、

奥
山
の
岩
本
菅
の
根
深
く
も
思
ほ
ゆ
る
か
も
我
が
思
ひ
妻
は

（
十
一
・
二
七
六
一
、
作
者
未
詳
）

と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
歌
は
「
奥
山
の
岩
本
菅
の
」
と
、
菅

の
根
の
深
い
こ
と
か
ら
「
根
深
く
」
を
起
こ
す
比
喩
の
序
詞
と
な
っ
て
い

る
。「
…
…
菅
の
」、「
…
…
菅
の
根
の
」
と
、「
の
」
の
比
喩
に
よ
っ
て
「
深

し
」
を
起
こ
す
序
詞
を
形
成
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
、
一
般
的
な
歌

い
方
で
あ
る
。
三
九
七
歌
の
よ
う
に
「
岩
本
菅
を
」
と
「
を
」
に
続
く
と

い
う
点
で
い
う
と
、

あ
し
ひ
き
の
岩
根
こ
ご
し
み
菅
の
根
を
引
か
ば
難
み
と
標
の
み
そ
結

ふ

（
三
・
四
一
四
、
大
伴
家
持
）

の
ほ
う
が
近
い
。
四
一
四
歌
は
「
大
伴
宿
祢
家
持
の
歌
一
首
」
と
し
て
、

巻
三
譬
喩
歌
の
最
後
に
載
る
。
新
大
系
で
は
三
九
七
歌
に
対
し
て
四
一
四

歌
に
「
答
え
た
よ
う
な
歌
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
是
非
の
ほ
ど

は
わ
か
ら
な
い
が
、
笠
女
郎
が
清
ら
か
な
心
で
深
く
私
た
ち
が
結
ん
だ
心

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
、
と
贈
っ
て
き
た
の
に
対
し
て
家
持
が
、「
反
対
が
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あ
っ
て
妻
に
す
る
こ
と
が
困
難
な
の
で
、
二
人
だ
け
の
約
束
で
す
ま
せ
て

25
）

い
る
」
と
い
っ
た
歌
を
贈
っ
て
き
た
の
だ
と
し
た
ら
、
二
人
の
関
係
性
が

推
測
で
き
、
万
葉
集
に
残
る
二
人
の
歌
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
の
も
納

得
が
い
く
気
が
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
推
測
に
過
ぎ
な
い
。

「
か
ぬ
」
は
、

未
来
を
期
待
す
る
意
が
生
じ
、
期
待
が
実
現
に
ま
で
至
ら
な
い
と
こ

ろ
に
不
能
の
意
が
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
不
勝
」「
不

得
」
な
ど
の
文
字
か
ら
、
実
現
を
期
し
て
努
力
し
つ
つ
至
ら
な
い
意

を
表
わ
す
と
い
う
意
識
を
み
る
こ
と
は
で

26
）

き
る
。

と
い
う
意
味
を
も
つ
。
笠
女
郎
は
清
ら
か
な
心
で
ね
ん
ご
ろ
に
家
持
と
結

ば
れ
た
。
そ
の
関
係
が
長
く
続
く
こ
と
を
期
待
し
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
が
実
現
に
至
ら
ず
、「
結
び
し
心
」を
忘
れ
た
く
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
で

い
ま
す
、
と
訴
え
た
歌
で
あ
る
。
笠
女
郎
と
家
持
と
の
初
期
の
歌
と
い
う

よ
り
、
結
ば
れ
な
が
ら
も
続
く
こ
と
が
か
な
わ
な
い
状
況
に
あ
る
歌
で
あ

る
。

お
わ
り
に

巻
三
譬
喩
歌
の
笠
女
郎
の
歌
は
、
家
持
と
の
交
際
の
ど
の
時
期
に
置
く

こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
三
九
五
歌
は
初
期
の
歌
と
し
て
、
ほ
ぼ
異

論
は
な
い
。
三
九
六
歌
は
三
九
五
歌
と
全
く
同
時
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

が
、
恋
の
は
じ
ま
り
の

27
）

も
の
、
三
九
七
歌
に
つ
い
て
も
初
期
の
も
の
と
の

と
ら
え
か
た
が
あ
り
、
三
首
は
共
に
巻
四
に
見
え
る
二
四
首
よ
り
も
前
、

家
持
と
の
恋
の
ご
く
初
期
の
作
と
考
え
ら

28
）

れ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
し

か
し
、
三
九
七
歌
は
「
か
な
り
後
の
段
階

29
）

の
歌
」、「
恋
愛
の
初
期
の
詠
歌

と
は
認
め
が
た
い
と

30
）

思
う
」
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
初
期
の
も
と
は
言

い
が
た
い
。

三
九
六
歌
の
面
影
は
相
愛
の
二
人
と
い
う
深
い
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
見

え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
二
人
の
結
び
つ
き
は
あ
っ
て
も
面
影
に
見
え

る
こ
と
の
な
い
自
分
の
恋
、
相
愛
で
な
い
恋
へ
の
思
い
、
三
九
七
歌
は
神

聖
な
清
浄
な
心
で
結
ば
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
く
と
願
う
思
い
は
報

わ
れ
ず
、
忘
れ
ら
れ
ず
に
い
る
、
こ
れ
ら
の
歌
が
初
期
の
も
の
と
は
言
い

が
た
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
に
時
間
の
隔
た
り
が
あ
る
。
こ
れ
ら
三
首

を
巻
四
の
二
四
首
の
ど
こ
に
位
置
づ
け
る
か
は
、
巻
四
の
二
四
首
の
考
察

を
経
て
お
こ
な
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

釈
注
は
、
笠
女
郎
の
「
譬
喩
歌
」
三
首
は
、
い
ず
れ
も
植
物
を
媒
体
と

し
二
人
の
出
会
い
か
ら
順
を
追
っ
て
作
ら
れ
た
歌
が
配
置
さ
れ
て
い
て
、

「
三
首
は
一
組
」
で
あ
り
「
第
一
首
は
契
り
を
結
ぶ
前
の
恋
、
第
二
首
は
近

く
て
遠
い
恋
、第
三
首
は
契
り
を
結
ん
だ
の
ち
の
恋
を
う
た
っ
た
も
の
で
、

恋
を
三
種
の
状
態
に
分
け
て
譬
喩
に
託
し
た
と
こ
ろ
に
手
腕
も
眼
目
も
あ

― ―144

（

）

三
三

笠女郎の歌 (小野寺)



る
の
が
こ
の
三
首
な
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
た
し
か
に
こ
こ
に
は
譬

喩
歌
三
首
が
み
ご
と
に
編
集
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
家

持
は
笠
女
郎
が
贈
っ
て
き
た
歌
々
か
ら
譬
喩
歌
を
選
び
取
り
、
時
系
列
的

に
並
べ
、
笠
女
郎
の
譬
喩
歌
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
た
。
家
持
の
手
腕
で
あ

る
が
、
家
持
の
笠
女
郎
へ
の
思
い
と
は
裏
腹
に
笠
女
郎
の
歌
へ
の
愛
着
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

注

（
１
）

伊
藤
博
「
巻
三
以
下
の
『
近
つ
世
』
の
歌
」『
万
葉
集
の
構
造
と
成
立
』
上

昭
和

四
九
年
九
月

塙
書
房

（
２
）

伊
藤
博
「『
譬
喩
歌
』
の
構
造
｜
巻
三
・
四
の
論
｜
」『
万
葉
集
の
構
造
と
成
立
』

上

昭
和
四
九
年
九
月

塙
書
房

（
３
）

注
２
中
の
注
（
１
）
に
よ
る

（
４
）
「
笠
女
郎
の
譬
喩
歌
と
季
節
歌
｜
そ
の
歌
群
へ
の
位
置
づ
け
｜
」『
論
集
上
代
文

学
』
第
五
冊

昭
和
五
〇
年
一
月

笠
間
書
院

（
５
）

和
歌
大
系
一
「
万
葉
集
へ
の
案
内
」

（
６
）

稲
岡
耕
二
「
笠
女
郎
の
譬
喩
歌
」『
明
日
香
』
47
｜
１

昭
和
五
七
年
一
月

（
７
）

新
編
全
集
一

解
説
「
部
立
と
歌
数
」

（
８
）

全
歌
講
義

（
９
）

原
田
貞
義「
古
典
散
策

託
馬
野
に

生
ふ
る
紫

衣
に
染
め
」『
藝
林
』72
｜
11

平
成
二
一
年
一
一
月

（
10
）

尾
山
篤
二
郎
「
大
伴
家
持
の
往
来
歌
」『
大
伴
家
持
の
研
究
』
昭
和
三
一
年
四
月
。

小
野
寛

注
４
に
同
じ

（
11
）

新
編
全
集

（
12
）
【
増
訂
】
全
注
釈
、
評
釈
（
窪
田
）、
注
釈
（
沢
潟
）、
全
注

（
13
）

小
野
寛

注
４
に
同
じ

（
14
）

神
堀
忍
「
笠
女
郎

幻
影
の
恋
に
身
を
焼
く
」

『
国
文
学
』
24
｜
４

昭
和
五

四
年
三
月

（
15
）

大
久
間
喜
一
郎
他
編『
万
葉
集
歌
人
事
典
』「
笠
女
郎
」の
項
。

昭
和
五
七
年
三

月

雄
山
閣

（
16
）

井
手
至
「
譬
喩
歌
と
縁
語
」『
万
葉
集
研
究
』
第
三
集

昭
和
四
九
年
六
月

（
17
）

代
匠
記
（
精
撰
本
）

（
18
）

注
釈
（
沢
潟
）

（
19
）

私
注

（
20
）

評
釈
（
金
子
）

（
21
）
『
時
代
別
国
語
大
辞
典

上
代
編
』

昭
和
四
二
年
一
二
月

三
省
堂

（
22
）

駒
木
敏
「
笠
女
郎
の
相
聞
歌
『
面
影
に
し
て
見
ゆ
と
い
ふ
も
の
を
』」『
万
葉
の
歌

人
と
作
品
』
十
巻

平
成
一
六
年
一
〇
月

（
23
）

一
二
九
六
歌
は
唯
一
、
ま
だ
結
ば
れ
な
い
も
の
が
面
影
に
み
え
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

（
24
）

鈴
木
日
出
男
「
哀
愁
の
女
｜

笠
女
郎
｜

」『
国
文
学
』
20
｜
16

昭
和
五
〇
年

一
二
月
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（
25
）

釈
注

（
26
）

注
21
に
同
じ

（
27
）

注
４
に
同
じ

（
28
）

全
歌
講
義

（
29
）

注
６
に
同
じ

（
30
）

注
22
に
同
じ

付
記

論
中
の
万
葉
集
は
、『
萬
葉
集

訳
文
篇
』
塙
書
房
に
よ
っ
た
。

本
文
中
に
引
用
し
た
注
釈
書
は
次
の
よ
う
に
省
略
し
て
記
し
た
。

代
匠
記
（
精
選
本
）

契
沖
『
代
匠
記
精
選
本
』

元
禄
三
年

評
釈
（
金
子
）

金
子
元
臣
『
万
葉
集
評
釈
』

昭
和
一
〇
〜
二
〇
年

講
義
（
山
田
）
山
田
孝
雄
『
万
葉
集
講
義
』
巻
第
三
、
昭
和
一
二
年
一
一
月

評
釈
（
窪
田
）

窪
田
空
穂
『
万
葉
集
評
釈
』

昭
和
一
八
〜
二
八
年

私
注

土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
』

昭
和
二
四
〜
三
一
年

【
増
訂
】
全
注
釈

武
田
祐
吉
『
増
訂

万
葉
集
全
注
釈
』

昭
和
三
一
〜
三
二
年

注
釈
（
沢
潟
）

沢
潟
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』

昭
和
三
二
〜
五
二
年

全
注

木
下
正
俊
『
万
葉
集
全
注

巻
第
四
』
昭
和
五
一
年

有
斐
閣

釈
注

伊
藤
博
『
万
葉
集
釈
注
』

一
九
九
四
〜
一
九
九
六
年

集
英
社

新
編
全
集

『【
新
編
】
日
本
古
典
文
学
全
集

万
葉
集
』

一
九
九
五
年
四
月
〜
一

九
九
年
八
月

和
歌
大
系

『
和
歌
文
学
大
系

万
葉
集
』

平
成
九
年
〜

全
歌
講
義

阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集

全
歌
講
義
』

二
〇
〇
六
年
三
月
〜
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